
１．調査の目的

和歌山県の空き家数は86,000戸、空き家率は18.1％（全国３位）と高く、空き家の状態に応じた適切な対応
（流通、適正管理、除却等）が必要です。県内には、別荘や賃貸用、売却用などの空き家以外に、48,000戸の空
き家が存在します。（空き家数は平成25年住宅・土地統計調査）
現時点では、空き家所有者等の管理により、周辺の生活環境に悪影響を及ぼしていない場合でも、将来にわ

たって適正な管理を継続できるかはわかりません。周囲に迷惑をかけないためにも、自身での管理ができなく

なった場合に備え、空き家所有者等に代わり不動産業者等が空き家の管理を代行するサービスを県内全域に

普及させたいと考え、その事業参入の参考としていただけるよう下記のとおり調査を実施しました。

空き家管理代行サービス普及に向けたアンケート調査結果 （確定値）

２．調査の概要

○調査対象市町村（空家実態把握調査済みの市町村から地域毎の１～２団体を抽出）

和歌山市、新宮市、九度山町、日高町、白浜町（1,441件）
○調査期間（各市町村により異なる）

平成29年９月～１２月
○調査の方法

アンケート調査回答用紙を郵送にて空き家所有者に配布し、郵送による回収
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３．調査結果

空き家管理代行サービス普及に向けたアンケート調査結果 （確定値）

【空き家の属性】 （単位：件）

○今回のアンケートに回答いただいた約８割が戸建住宅の所有者

○構造は84％が木造で、鉄骨造が６％、残りがRC造などであった
○築年数は30年以上前のものが77％であり、全体の６割程度で何らかの腐朽・破損を有する
○約４割が空き家になってから10年以上を経過している
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４）空き家になってからの期間（n=1,340）
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空き家管理代行サービス普及に向けたアンケート調査結果 （確定値）

【空き家所有者の属性】 （単位：件）

○空き家所有者の約８割が60代以上で、そのうち７割が単身又は夫婦のみの世帯となっている
○空き家所有者の73％が同一市町村内に居住している一方、28％が県外に居住している

【空き家管理者の属性】 （単位：件）

○空き家所有者の約８割が自身もしくは同居している親族で管理を行っている

○第三者に管理を頼んでいる事例は少ない
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２）居住地（n=1,203）
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空き家管理代行サービス普及に向けたアンケート調査結果 （確定値）

【空き家管理の頻度とその費用（月額）】 （単位：件）

○空き家管理は必要に応じて行っている方が最も多く、管理費用は千円未満が最も多い。

○県外所有者の５割は月額５千円以上の管理費を負担している
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空き家管理代行サービス普及に向けたアンケート調査結果 （確定値）

【空き家のままにしておく理由】 （単位：件）

○空き家のままにしておく理由は「売却する予定（意向も含む）」が最も多く、次いで「物置として使用」、

「解体する予定（意向も含む）が続く

〇「賃貸」、「話がまとまらない」、「年数回利用」、「仏壇など捨てられないものの存在」といった回答も

それぞれ１割程度存在

〇今後、空き家になることが予測される60歳以上の単身又は夫婦のみの世帯においても、同様の傾向
がみられる
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全体（n=1,283 複数回答）
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空き家管理代行サービス普及に向けたアンケート調査結果 （確定値）

【空き家のままにしておく理由（空き家になってからの期間別）】 （単位：件）

○空き家になってから５年以上経過している場合においても、約４割が売却を希望している

〇空き家になって10年以上を経過すると「解体する予定（意向含む）」の割合が10年未満と比べて高い

57

43

35

17

30

19

24

22

3

6

12

20

74

37

35

20

46

17

18

30

5

14

18

13

123

51

71

41

69

46

36

41

3

33

30

43

178

41

128

44

124

44

46

45

5

22

46

61

22

5

13

4

13

3

2

8

1

1

3

8

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

①売却する予定（売却意向も含む）

②賃貸する予定（賃貸意向も含む）

③解体する予定（解体意向も含む）

④普段は利用していないが、年に数回利用

⑤物置として使用

⑥仏壇など捨てられないものがある

⑦将来、自分や親族等が住む予定

⑧今後についての話し合いができていない（まとまらないも含む）

⑨田舎であるため世間体が気になる

⑩活用したいが荷物の移動などが面倒

⑪特に理由はない（困っていない）

⑫その他

①３年未満 ②３年以上５年未満 ③５年以上10年未満 ④10年以上 ⑤不明

191

209

369

509

62

0 100 200 300 400 500 600

①３年未満

②３年以上５年未満

③５年以上10年未満

④10年以上

⑤不明

空き家になってからの期間（n=1,340）



空き家管理代行サービス普及に向けたアンケート調査結果 （確定値）

【自身が管理できなくなった場合の対応（予定）】 （単位：件）

○自身が管理できなくなった場合は、全所有者の約５割、60歳以上の単身又は夫婦のみの世帯におい
ても５割弱が「親族、親戚が管理する」という予定

〇全所有者の約２割、60歳以上の単身又は夫婦のみの世帯においても約２割が「管理の目途はたって
いない」、「 不動産会社等の第三者に管理を委託（委託先の当てはない） 」と回答している
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空き家管理代行サービス普及に向けたアンケート調査結果 （確定値）

【管理代行サービスのニーズ】 （単位：件）

○利用したいメニューは、「敷地内の草取り等」が最も多く、「外回りの確認」が続く。

〇利用頻度は、「必要に応じて」が最も多く、「月１回程度」が続く

〇費用は「５千円未満」が最も多い
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１）利用したいメニュー（n=170 複数回答）
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